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祝成人 おめでとうございます 

１月７日（日）、「令和６年 蒲郡市はたちのつどい ～笑顔で未来へ～」が蒲郡市民会館にて開

催されました。 

このサブタイトルの「笑顔で未来へ」は、『学生生活のうち高校 2 年間はコロナ禍と被っており、

友達の笑顔を見ているイメージがなかったが、今笑い合えることに感謝しつつ、これからの将来へ 

と続くように。』と実行委員会で考え決定したものです。 

今年の対象者は 785 人で、うち当日の参加者

は 605 人（出席率 77．1％）でした。 

式典では、実行委員会で企画した式典参加者

へのインタビューや恩師からのビデオレター、

抽選会のコーナーもありました。 

塩津中学校区からも、２名の実行委員が選出

されていて、市民憲章唱和、開会あいさつという

役割をそれぞれ立派に務められました。 

今号では、中学校３年生当時の恩師からのお

祝いの言葉と、今回実行委員を務められた両名

に、新成人になった抱負等を投稿していただき

ましたので、ご紹介いたします。 

さらに「優秀」な人を目指して 

                      元塩津中学校３年学年主任 大須賀 成 

成人おめでとうございます。皆さんとは充実した中学校３年間をともに過ごしましたが、今振り

返って、真っ先に思い出すのは、やはり修学旅行です。この年は、福井校長先生が定年を迎える最

後の年でした。校長先生は、学校のスローガン「優秀」な生徒の育成を目指して、毎回の学校集会

でスケッチブックを片手に、いつも心にしみるお話をしてくださいました。私も含めて、生徒全員

が食い入るように話を聞いていたのを今でも覚えています。 

 そんな校長先生のために、修学旅行で校長先生の誕生日をお祝いしよう、そして還暦のお祝い

をしようと作戦を立てました。しおりにはそのことは記載せず、校長先生にバレないように、お祝

い会場に向かいました。そして、みんなで作った赤いちゃんちゃんこや寄せ書きなどのプレゼント

を渡しましたね。 

 「優秀」のごとく、皆さんは優しさに秀でた人に成長してくれました。これから皆さんは、社会

人として働くことになります。働くとは「端（はた）を楽にする」ことです。周りを幸せにするこ

とこそ、働くことであり、「優秀」な人です。 

 皆さんが、これからも優しさに秀でた、「おかげさま」の気持ちを大切にした大人になって活躍

してくれることを願っています。 

 

今年の式典の様子（蒲郡市民会館にて） 
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はたちのつどいを終えて  石 川 恵 多（鹿島町） 

 このように、はたちのつどいを迎えることができて大変嬉しく思いま

す。そしてそのような会に塩津中学校代表の実行委員としてかかわるこ

とができてとても光栄です。今年から通常通り全中学校が集まって式を

行うことができたため、塩津中学校の友達だけでなく他の中学校の友達

とも会うことができました。中学校のときは毎日会っていた友達もやは

り高校の進学と共に疎遠になる人もいたため、中学校の卒業式以来に会

うことができた人もいました。 

 二次会では幹事も行いました。そのため早めに会場に向かい受付を行いました。無事に二次会が

終わるのか心配でしたが、ビンゴ大会も含めて大いに盛り上がりました。参加した全員に楽しんで

もらうことができたため、幹事として大成功で終わることができたと安心しました。先生にはビデ

オメッセージを作成するときに中学校でお会いしましたが、多く話すことはできなかったため今回

の二次会でお話をしていただくことができました。中学生の 3 年間で人間としての大事な部分を

教えていただき先生たちには感謝しかないです。塩津中学校の卒業生として恥じないように生きて

いきたいです。 

 

 

はたちのつどいを終えて  牧 野 ほの香（竹谷町区） 

まず、こうして無事にはたちのつどいを開催することができ、大変う

れしく思います。今年からコロナ禍以前と同様、一会場一部制に戻りま

した。コロナによって奪われた時期を、はたちの節目の日に取り戻すこ

とができたように思います。一部制に戻り、同じ中学校の友人や、他校

の友人と互いに成長した姿を見ることができて感動しました。それと同

時に、私もさらに大人としての自覚を持って頑張らねばならないことを

再確認しました。 

私は現在、大学で教師になるための勉強をしています。周りにはすでに社会に出て働いている友

人も多くいます。彼らの姿を見習い、自分の思い描く教師になれるように日々勉強に励んでいきま

す。 

最後に、20 歳になるまで側で見守ってくれた家族や、恩師の先生方、友人たちのおかげで今の

私があります。これからも私に関わってくれる全ての人への感謝を忘れずに過ごしていきたいで

す。 

 

「子ども食堂」（しおつ広場）始まりました 

１月２０日（土）、蒲郡市赤十字奉仕団と塩津のボランティ

アの主催で、塩津公民館にて「子ども食堂」が開催されました。 

これは、子どもの居場所づくりのため、ご飯の提供とレクリ

エーションの場を設けるために始められたものです。初回では

ありましたが、運営側を含め大人が約 60 名、食事をした子供

も約 60 名が参加しました。メニューはカレーライスとサラダ

で、食事をした人達からは「おいしい」と大変好評でした。 

次回は 3 月 17 日（日）に開催する予定です。 


